
３
従
属
元
水
利
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者
等

４
取
水
口
、
注
水
口
又
は
放
水
口
の
位
置

５
取
水
量
等

６
水
利
使
用
の
期
間

７
工
期

８
工
作
物
及
び
土
地
の
占
用

名
称
又
は
種
類

工
作
物
の
位
置

又
は
占
用
の
場
所

工
作
物
の
構

造
又
は
能
力

占
用
の
面
積

摘
要

９
土
地
の
掘
さ
く
等

種
類

場
所

土
地
の
面
積

摘
要

別
記
様
式
第
八
の
一
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
記
様
式
第
八
の
一
の
二

誓
約

書

登
録
申
請
者
及
び
そ
の
役
員
は
、
河
川
法
第
2
3条
の
４
第
１
号
か
ら
第
３
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る

こ
と
を
誓
約
し
ま
す
。

年
月

日

申
請
者
氏
名
E
E
E
E
E
E
†

殿

平成™œ年˜™月˜˜日 水曜日 (号外第™�—号)官 報

別
記
様
式
第
十
一
及
び
別
記
様
式
第
十
二
中
「
許
可
」
を
「
許
可
等
」
に
改
め
る
。

（
道
の
区
域
内
の
国
土
交
通
大
臣
が
管
理
す
る
河
川
に
係
る
流
水
占
用
料
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

道
の
区
域
内
の
国
土
交
通
大
臣
が
管
理
す
る
河
川
に
係
る
流
水
占
用
料
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
年
建

設
省
令
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
許
可
」
の
下
に
「
又
は
登
録
」
を
加
え
る
。

（
国
土
交
通
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

国
土
交
通
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
八
条
第
二
項
第
二
号
中
「
許
可
」
の
下
に
「
及
び
河
川
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
」
を
加
え
る
。

第
六
十
条
第
二
項
第
二
号
中
「
及
び
水
利
技
術
調
整
官
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
第
二
号
中
「
許
可
」の
下
に「
及

び
河
川
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
」
を
加
え
る
。

（
地
方
整
備
局
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
方
整
備
局
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
一
条
第
三
号
中
「
許
可
」
の
下
に
「
及
び
河
川
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
」
を
加
え
る
。

第
九
十
三
条
第
一
項
第
五
号
中
「
規
制
（
水
利
使
用
の
許
可
」
の
下
に「
及
び
河
川
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
」

を
加
え
る
。

（
国
土
交
通
省
関
係
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

国
土
交
通
省
関
係
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
九
十
七

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
及
び
第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
条
及
び
第
六
条

削
除

（
国
土
交
通
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
廃
止
）

第
六
条

国
土
交
通
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
令
第
七
十
四
号
）
は
、

廃
止
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
水
防
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二

月
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
河
川
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の
五
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正

規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て「
旧
様
式
」と
い
う
。）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

備
考

１
「
従
属
元
水
利
使
用
の
許
可
を
受
け
た
者
等
」
に
つ
い
て
は
、
登
録
に
係
る
流
水
の
占
用
に
係
る
発
電
の
た

め
に
利
用
す
る
法
第

2
3条
の
２
に
規
定
す
る
流
水
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
を
記
載
す
る
こ

と
。

イ
法
第
2
3条
の
許
可
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代

表
者
の
氏
名
）

ロ
令
第
1
4条
の
２
に
規
定
す
る
流
水
が
放
流
さ
れ
る
ダ
ム
又
は
堰 せ
きの
位
置
及
び
名
称

２
「
取
水
量
等
」
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

\
取
水
量
及
び
使
用
水
量
の
単
位
は
、
立
方
メ
ー
ト
ル
毎
秒
と
す
る
こ
と
。

]
最
大
取
水
量
及
び
常
時
取
水
量
の
ほ
か
、
総
落
差
及
び
有
効
落
差
並
び
に
最
大
理
論
水
力
及
び
常
時
理
論

水
力
を
記
載
し
、
か
つ
、
最
大
出
力
、
常
時
出
力
及
び
常
時
尖 せ
ん頭
出
力
を
付
記
す
る
こ
と
。

^
取
水
量
と
使
用
水
量
と
が
異
な
る
と
き
は
、
使
用
水
量
を
あ
わ
せ
て
記
載
す
る
こ
と
。

_
そ
の
他
水
利
使
用
の
条
件
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
記
載
す
る
こ
と
。

３
「
工
作
物
及
び
土
地
の
占
用
」
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

\
「
占
用
面
積
」
の
欄
に
は
、
河
川
区
域
内
の
土
地
（
河
川
管
理
者
以
外
の
者
が
そ
の
権
原
に
基
づ
き
管
理

す
る
土
地
を
除
く
。）の
占
用
面
積
を
記
載
す
る
こ
と
。

]
「
摘
要
」
の
欄
に
は
、
新
築
、
改
築
又
は
除
却
の
別
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

４
「
土
地
の
掘
さ
く
等
」
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。

\
河
川
区
域
内
の
土
地
に
お
け
る
土
捨
場
の
設
置
、
土
地
の
掘
さ
く
そ
の
他
の
形
状
を
変
更
す
る
行
為
（
工

作
物
の
新
築
、
改
築
又
は
除
却
の
た
め
に
す
る
も
の
を
除
く
。）及
び
竹
木
の
栽
植
又
は
伐
採
に
つ
い
て
記
載

す
る
こ
と
。

]
「
摘
要
」
の
欄
に
は
、
捨
土
量
、
掘
さ
く
土
量
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

５
登
録
又
は
許
可
を
受
け
た
事
項
の
変
更
の
登
録
又
は
許
可
の
申
請
に
あ
つ
て
は
、
変
更
し
な
い
事
項
に
つ
い

て
も
記
載
し
、
か
つ
、
変
更
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
変
更
前
の
も
の
を
赤
色
で
併
記
す
る
こ
と
。
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